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１
２
月
１
５
日
（
日
）
、
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
６
時

４
６
分
発
の
ホ
リ
デ
ー
快
速
あ
き
が
わ
１
号

武
蔵
五
日
市
行
き
に
乗
車
。 

 

乗
り
換
え
も
な
く
快
適
に
進
ん
だ
電
車
は

武
蔵
五
日
市
駅
に
７
時
５
５
分
に
到
着
。 

降
り
立
っ
た
の
は
、
川
名
夫
妻
（
舞
茸
）
、

神
山
（
コ
ン
ニ
ャ
ク
）
、
有
倉
（
焼
き
豆
腐
）
、

宗
像
夫
人
（
里
芋
）、
太
田
、
星
野
「
幸
」、
岩

岳
（
し
め
じ
）、
和
田
（
ご
ぼ
う
）、
奥
村
（
う

ど
ん
）、
谷
田
（
麺
つ
ゆ
）
、
星
野
（
長
ネ
ギ
）、

佐
藤
（
牛
肉
）、
星
野
「
絵
」、
戸
丸
（
焼
き
芋

用
サ
ツ
マ
イ
モ
）
の
１
５
名
。
（
カ
ッ
コ
内
は

芋
煮
の
材
料
分
担
で
す
。
他
に
焚
火
の
薪
も
持

ち
寄
り
ま
し
た
。
） 

 

駅
前
か
ら
８
時
２
２
分
発
の
上
養
沢
行
き

の
バ
ス
に
乗
り
込
む
。
バ
ス
停
に
並
ん
だ
列
を

見
て
バ
ス
会
社
の
担
当
者
が
臨
時
の
バ
ス
を

手
配
し
た
よ
う
で
２
～
３
台
の
バ
ス
が
出
ま

し
た
。
我
々
が
乗
っ
た
小
さ
な
バ
ス
は
我
々
１

５
名
と
も
う
１
名
で
ほ
ぼ
貸
し
切
り
状
態
。 

 

８
時
３
３
分
、
十
里
木
バ
ス
停
着
。
バ
ス
停

横
が
城
山
へ
の
登
山
口
だ
が
す
ぐ
近
く
の
十

里
木
無
料
駐
車
場
の
ト
イ
レ
前
で
自
己
紹
介

と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。 

 

９
時
、
駐
車
場
を
出
発
。
９
時
５
分
、
バ
ス

停
横
の
登
山
口
か
ら
登
っ
て
ゆ
く
。
入
り
口
の

標
識
に
は
城
山
・
臼
杵
山
と
書
い
て
あ
る
。
こ

こ
は
我
々
が
よ
く
行
く
戸
倉
三
山
に
つ
な
が

る
ル
ー
ト
な
の
だ
。 

ま
ず
目
の
前
に
現
れ
た
の
は
緑
が
美
し
い

竹
林
だ
。
い
つ
見
て
も
竹
林
の
美
し
さ
に
は
目

を
奪
わ
れ
る
。
な
か
な
か
の
手
ご
た
え
の
道
が

続
く
。
竹
林
を
過
ぎ
る
と
ヒ
ノ
キ
林
そ
し
て
自

然
林
に
な
る
。
小
さ
な
山
だ
が
な
か
な
か
の
山

道
だ
。
汗
を
か
き
な
が
ら
、
休
憩
し
な
が
ら
進

ん
で
ゆ
く
。 

 

９
時
３
５
分
、
戸
倉
三
山
と
の
分
岐
に
着
く
。

右
に
行
け
ば
臼
杵
山
方
面
、
左
が
城
山
だ
。
小

休
止
。
少
し
し
か
歩
い
て
い
な
い
が
早
速
行
動

食
が
出
回
る
、
こ
れ
が
楽
し
み
な
メ
ン
バ
ー
。 

 

９
時
４
５
分
、
出
発
。
送
電
線
の
鉄
塔
の
下
、

ス
ス
キ
の
中
を
進
む
。 

 

９
時
４
９
分
、
二
つ
目
の
鉄
塔
を
く
ぐ
る
。

こ
こ
も
ス
ス
キ
が
一
杯
だ
。
鉄
塔
の
下
は
ス
ス

キ
の
独
壇
場
だ
。
ヒ
ノ
キ
林
と
自
然
林
の
混
じ

っ
た
林
で
落
ち
葉
が
沢
山
積
も
っ
て
い
て
気

持
ち
が
い
い
。
少
し
滑
り
や
す
い
道
を
慎
重
に

登
っ
て
ゆ
く
。
枯
葉
の
下
の
石
や
木
の
根
に
も

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
２
５
号 

２
０
２
０
年
新
年
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

武
蔵
五
日
市
近
く
、
城
山
の
絶
景
を
楽
し
み
、
荷
田
子
河
原
で
芋
煮
＆
焚
火
パ
ー
テ
ィ
ー
で
盛
り
上
が
る
。 
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要
注
意
だ
。
右
側
に
公
衆
ト
イ
レ
が
見
え
る
と
、

正
面
に
こ
ん
も
り
と
し
た
山
頂
が
見
え
て
き

た
。 

 

１
０
時
１
２
分
、
戸
倉
城
址
の
城
山
（
４
３

４
．
１
ｍ
）
到
着
。
小
さ
な
山
な
の
に
目
の
前

に
見
事
な
景
色
が
広
が
る
。
先
ほ
ど
バ
ス
で
通

っ
て
き
た
ル
ー
ト
か
ら
つ
な
が
る
武
蔵
五
日

市
の
街
並
み
、
埼
玉
か
ら
東
京
方
面
が
一
望
だ
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
た
。

い
つ
ま
で
も
見
て
い
た
い
景
色
だ
。 

 

１
０
時
３
０
分
、
下
山
開
始
。
同
じ
道
を
下

っ
て
ゆ
く
。
な
か
な
か
手
ご
た
え
の
あ
る
上
り

だ
っ
た
の
で
下

り
も
慎
重
に
降

り
て
行
く
。 

 

１
０
時
５
３

分
、
尾
根
の
分
岐

点
を
右
に
下
っ

て
ゆ
く
。 

 

１
１
時
２
１

分
、
十
里
木
バ
ス

停
着
。
信
号
を
渡

っ
て
小
休
止
。 

 

１
１
時
３
０

分
、
出
発
。
バ
ス

通
り
を
少
し
進

む
と
右
側
に
旧

道
が
あ
り
こ
れ

を
入
っ
て
ゆ
く
。

少
し
行
く
と
右
側
に
吊
り
橋
の
様

な
橋
が
見
え
る
。「
秋
川
渓
谷
瀬
音

の
湯
４
０
０
ｍ
」
の
看
板
に
沿
っ

て
右
に
下
り
る
。
川
に
向
か
っ
て

少
し
降
り
る
と
橋
に
な
る
。
吊
り

橋
の
よ
う
に
見
え
る
橋
だ
が
吊
っ

て
い
る
様
子
は
な
い
、
ど
う
い
う

構
造
な
の
だ
ろ
う
。 

左
右
の
景
色
が
見
事
だ
。
右
側

は
白
く
大
き
な
岩
の
間
を
曲
が
り

な
が
ら
白
い
泡
を
砕
き
深
い
淵
に

落
ち
て
流
れ
る
美
し
く
荒
々
し
い

川
。
対
照
的
に
左
側
は
全
く
違
う

静
か
な
河
原
だ
。 

 

１
１
時
４
０
分
、
橋
を
渡
る
と

山
道
に
な
り
、
す
ぐ
に
瀬
音
の
湯

の
施
設
が
見
え
て
く
る
。
左
側
の

建
物
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
様
だ
、
良

い
匂
い
が
し
て
く
る
。
屋
台
の
よ

う
な
出
店
が
い
く
つ
か
並
ん
で
い

て
焼
き
芋
も
売
っ
て
い
た
が
、

我
々
は
こ
れ
か
ら
河
原
で
焼
き
芋

だ
。
大
き
な
温
泉
施
設
ら
し
い
建

物
を
通
過
す
る
。
駐
車
場
に
は
か

な
り
た
く
さ
ん
の
車
が
止
ま
っ
て

い
る
。
皆
さ
ん
温
泉
を
楽
し
み
に

来
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

広
い
車
道
を
進
ん
で
ゆ
く
。
左

に
カ
ー
ブ
す
る
車
道
の
坂
道
を
登

２
０
２
０
年
の
幕
開
け
は
１
月
１
９
日(

日)

猿
橋
近
く
の 

御
前
山(

７
３
０
ｍ)

か
ら
富
士
を
仰
ぎ
ま
す
。 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス 

歩
行
３
時
間
４
０
分 

中
央
本
線
猿
橋
駅
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
神
楽
山
経
由
御

前
山
、
下
山
は
馬
立
山
経
由
で
富
士
急
田
野
倉
駅
に
下
り
ま

す
。 

 ○
持
ち
物 

軽
ア
イ
ゼ
ン
、
ス
パ
ッ
ツ
、
お
弁
当
、
飲
料
水
、

非
常
食
、
雨
具
、
傘
、
カ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ヘ
ッ

ド
ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、

（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）
、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
ち
り
紙(

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー

か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他 

 

●
申
し
込
み
は 

１
月
１
７
日
（
金
）
ま
で
に 

現在の収支 

繰越     39892 円 

 入金     993 円 

 

支出 

印刷費    1000 円 

コピー代      400 円 

現在高    39485 円 

 

 

円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

１
２
１
枚 

２
円
切
手 

１
２
１
枚 

４
０
円
切
手 

１
３
１
枚 

 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 １月１９日(日) 京王線新宿駅 

６：５７発 特急高尾山口行き 

(前から３両目車内) 
途中駅発  

明大前 7：03 調布 7：12 府中 7：18  

分倍河原 7：20 聖蹟桜ヶ丘 7：23  

高幡不動 7：26 北野 7：33 

高尾７：４０着(中央本線乗り換え) 

８：０２発 甲府行き 

猿橋８：４１着 

交通費 新宿～猿橋 961円(片道) 

芋
煮
会
の
残
金
と
新
宿
の

打
ち
上
げ
残
会
９
９
３
円

を
会
計
に
入
れ
ま
し
た
。 
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っ
て
ゆ
く
。
少
し
右
に
曲
が
っ
た
道
は
そ
の
先

で
突
き
当
り
、
こ
れ
を
左
折
。
下
見
の
時
に
右

側
に
あ
っ
た
５
０
年
や
っ
て
い
る
と
い
う
お

焼
き
屋
さ
ん
に
寄
っ
て
み
た
が
、
本
日
は
予
約

の
み
と
い
う
こ
と
で
あ
き
ら
め
る
。
小
豆
の
お

焼
き
の
み
だ
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。 

橋
を
渡
る
と
す
ぐ
に
懐
か
し
い
荷
田
子
の

ト
イ
レ
。
馬
頭
刈
山
の
帰
り
や
、
い
つ
も
行
く

戸
倉
三
山
の
帰
り
に
は
と
て
も
あ
り
が
た
い

オ
ア
シ
ス
的
な
ト
イ
レ
だ
。 

１
２
時
、
荷
田
子
の
ト
イ
レ
で
休
憩
。
休
憩

後
ト
イ
レ
を
右
に
巻
く
よ
う
に
秋
川
の
河
原

に
下
り
て
行
く
。 

１
２
時
２
０
分
、
荷
田
子
河
原
に
到
着
。
先

客
の
若
者
数
人
の
グ
ル
ー
プ
が
い
た
が
我
々

は
そ
の
奥
に
陣
取
る
。 

早
速
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備
。
芋
煮
班
は
宗
像

夫
人
を
中
心
に
進
め
る
。
焚
火
焼
き
芋
班
は
戸

丸
、
熱
燗
の
準
備
は
川
名
と
い
う
陣
容
だ
。 

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
持
ち
寄
り
の

料
理
を
並
べ
る
。
焼
き
芋
は
新
聞
紙
に
包
ん
で

川
の
水
で
濡
ら
し
、
も
う
一
度
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

で
包
ん
で
人
数
分
の
１
５
個
つ
く
る
。
ス
テ
ン

レ
ス
の
焚
火
台
に
そ
の
芋
を
並
べ
て
そ
の
う

え
で
た
き
火
を
始
め
る
。
芋
煮
班
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
よ
う
だ
。
（
麺
つ
ゆ
が
足
り
な
く
て

隣
の
若
者
グ
ル
ー
プ
に
塩
と
醤
油
を
借
り
に

行
っ
た
そ
う
だ
が
、
お
礼
に
イ
チ
ゴ
を
届
け
た

よ
う
だ
。） 

さ
て
焚
火
は
快
調
で
芋
煮
完
成
と
同
時
に

焼
き
芋
も
仕
上
が
っ
た
。
（
今
回
は
焼
き
芋
の

完
成
度
を
上
げ
よ
う
と
一
度
火
を
弱
め
て
芋

を
ひ
っ
く
り
返
し
て
再
度
焚
火
を
強
め
た
。） 

と
同
時
に
川
名
さ
ん
の
熱
燗
も
仕
上
が
り
乾

杯
！
と
宴
会
は
絶
好
調
だ
。 

と
い
う
こ
と
で
デ
ザ
ー
ト
の
安
納
芋
の
焼

き
芋
か
ら
食
べ
始
め
る
。
し
っ
と
り
と
甘
く
ホ

カ
ホ
カ
だ
。
芋
煮
は
う
ど
ん
も
投
入
し
芋
煮
う

ど
ん
と
な
っ
た
、
牛
肉
の
う
ま
さ
が
引
き
立
っ

て
と
て
も
美
味
し
く
お
酒
も
進
ん
だ
。 

た
き
火
を
囲
ん
で
い
た
だ
く
お
酒
は
他
に

は
代
え
ら
れ
な
い
旨
さ
だ
。 

宴
も
た
け
な
わ
、
佐
藤
さ
ん
先
導
の
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
が
焚
火
の
横
で
始
ま
っ
た
。
オ
ク
ラ

ホ
マ
ミ
ク
サ
ー
、
マ
イ
ム
マ
イ
ム
、
ジ
ェ
ン
カ
、

踊
る
と
酔
い
が
回
る
。 

最
後
は
し
っ
か
り
と
焚
き
火
の
処
理
を
し

て
、
き
れ
い
に
か
た
ず
け
て
終
了
。 

３
時
３
０
分
河
原
出
発
。
荷
田
子
バ
ス
停
、

３
時
５
５
分
発
の
バ
ス
で
武
蔵
五
日
市
駅
に

向
か
う
。 

武
蔵
五
日
市
駅
前
か
ら
バ
ス
で
帰
る
神
山
、

奥
村
両
名
と
別
れ
、
Ｊ
Ｒ
で
帰
路
に
就
く
。 

新
宿
駅
西
口
の
店
に
向
か
っ
た
の
は
川
名

夫
妻
、
有
倉
、
佐
藤
、
戸
丸
の
５
名
。
美
味
し

い
ビ
ー
ル
と
大
き
な
コ
ロ
ッ
ケ
も
い
た
だ
い

て
楽
し
い
一
日
を
締
め
く
く
る
。 

 

                            

〇
槍
ヶ
岳
５
泊
６
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案 

表
銀
座
縦
走
コ
ー
ス 

 ●
一
日
目 

７
月
２
７
日
（
月
） 

新
宿
発
（
バ
ス
か
Ｊ
Ｒ
で
）
穂
高
駅 

バ
ス
か
タ
ク
シ
ー
で
中
房
温
泉
泊 

●
二
日
目 

７
月
２
８
日
（
火
） 

中
房
温
泉
～
燕
岳
～
燕
山
荘
泊 

（
歩
行
４
時
間
５
５
分
） 

●
三
日
目 

７
月
２
９
日
（
水
） 

 

燕
山
荘
～
大
下
り
の
頭
～
切
通
し
岩

～
大
天
井
岳
～
大
天
井
ヒ
ュ
ッ
テ
泊 

（
歩
行
４
時
間
４
０
分
） 

●
四
日
目 

７
月
３
０
日
（
木
） 

 

大
天
井
ヒ
ュ
ッ
テ
～
西
岳
～
水
俣
乗

越
～
ヒ
ュ
ッ
テ
大
槍
～
槍
ヶ
岳
山
荘

泊
（
槍
ヶ
岳
往
復
は
翌
朝
？
） 

（
歩
行
６
時
間
５
０
分
） 

●
五
日
目 

７
月
３
１
日
（
金
） 

 

槍
ヶ
岳
山
荘
～
大
曲
～
槍
沢
ロ
ッ
ジ

～
横
尾
山
荘
～
徳
沢
ロ
ッ
ジ
泊 

（
歩
行
６
時
間
） 

●
六
日
目 

８
月
１
日
（
土
） 

 

徳
沢
ロ
ッ
ジ
～
明
神
～
上
高
地 

（
歩
行
２
時
間
） 

上
高
地
～
（
バ
ス
）
新
宿
着 

 ◎
費
用
約
７
万
円 

（
宿
泊
費
５
万
円
・
交
通
費
２
万
円
） 
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